
「いしのまき支援連絡会」	
～民間支援団体のプラットホームとしての取り組みにつ

いて～	

第１２回	ＪＣＮ現地会議	in	宮城	
～４年間を振り返り地域県域の支援体制を再構築する～	

社会福祉法人石巻市社会福祉協議会	
復興支援課　主幹　平塚　信一朗	



いしのまき支援連絡会の経緯	

いしのまき支援連絡会	
平成２６年４月～平成２７年１０月現

在	
主体：石巻市社会福祉協議会　運営：幹事会	

石巻仮設支援連絡会	
平成２５年５月～平成２６年３月	 主催：みらいサポート石巻　石巻市社会福祉協議会	

石巻仮設サロン支援連絡会	
平成２３年８月～平成２５年３月	

主催：石巻災害復興支援協議会（みらいサポート石
巻）	



石巻仮設サロン支援連絡会	

　東日本大震災後、石巻市災害ボランティアセンターの連携先
であった「石巻災害復興支援協議会」の分科会の１つであり、
仮設住宅入居者への支援活動を実施又は予定している団体にて
構成される。	

第１回　平成２３年８月１０日　	
　出席団体　１４団体	
　主な内容	
　　石巻市	
　　⇒仮設住宅の現状（整備戸数及び世帯数等）	
　　社会福祉協議会	
　　⇒仮設住宅支援の枠組み（訪問支援事業、サロン事業）	
　　参加団体	
　　⇒仮設支援の予定及び実績について	



石巻仮設支援連絡会	

　「仮設サロン支援連絡会」終了に伴い、その内容を
引き継ぎ、任意参加型として開催。	
　今後の仮設住宅への支援活動及び、「よりそい・つ
ながり・地元主体・活性化」をキーワードに	「地域の
担い手へいかに引き継いでいくか」をテーマに実施

第１回　平成２５年５月９日　	
　出席団体　１１団体	
　主な内容　　	
　　登録団体紹介シートの説明と	記入依頼		
　　各団体の２５年度活動方針共有	
　	＜活動方針 PartⅠ＞ 	
　　活動方針についてグループ討論	 		



いしのまき支援連絡会	

　趣旨	
　石巻地域で被災者支援のために活動しているボランティ
ア・ＮＰＯなどの団体が参加し、各団体の活動状況・事業周
知などの情報提供や、復興支援に関わる勉強会などを実施し、
支援の方向性や相互協力・関係性の構築を目的とする。	

　主体　　石巻市社会福祉協議会	
　運営　　幹事会（連絡会参加団体より有志）	
　対象　　ボランティア・ＮＰＯなどの団体（参加は任意）	
　開催　　毎月第２火曜日　１７：３０～（定例開催）	
　内容　　幹事会により随時協議（定例開催）	



幹事会参加団体	
　　・（公社）みらいサポート石巻　	・（公社）日本医療社
会福祉協会	
　　・（一社）キャンナス東北　	・石巻仮設住宅自治連合推
進会	
　　・ワタママスマイル　・（特活）ヒューマンフェローシッ
プ	
　　・包括ケアセンター（石巻市）	
　　・社協（復興支援課・ボランティアセンター）	
　　※任意参加であるが、上記団体は継続的に参加	
　　◆協議内容により市関係課及び関係機関が参加	

開催日　　毎月第４木曜１８:００～（定例開催）	
内容　　　　連絡会の内容及び進行・まとめ方などを協議	
　　　　　　　・情報提供　・勉強会　・ワークショップ　・
交流会　等	

幹事会での内容協議	



写真提供：公益社団法人みらいサポート
石巻	

情報提供　	 勉強会	

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ	 交流会	

取り組み紹介	



開催日	 テーマ	 内容	 協力団体等	

平成２６年４月１
０日	

地域包括ケアシステムについて	 ・概要説明	 包括ケアセンター（市）	

　　　　　　５月
８日	

復興支援事業の取り組みについ
て	

・概要説明	
・情報交換	

社協：地域福祉コーディネー
ター、エリア主任	

　　　　　　６月
１２日	

地域包括支援センターの役割及
び現状について	

・概要説明	 北上地域包括支援センター	

　　　　　　７月
１０日	

仮設住宅団地情報の活用方法を
考える	

・情報提供	
・ワークショッ
プ	

８月２１日	 地域づくりコーディネート事業
について	

・概要説明	
・事業説明	

地域協働課（市）	
事業採択団体（６団体）	

９月１１日	 ※豪雨により中止	

１０月９日	 身近な相談者について	 ・ワークショッ
プ	

ファシリテーター：連絡会幹事
団体	

１１月１３日	 復興公営住宅についての勉強会	 ・情報提供	 地域協働課（市）	

１２月１１日	 地域支援に係る情報交換	 ・情報交換	 社協：地域福祉コーディネー
ター、エリア主任	

平成２７年１月１
６日	

※第３週	

地域づくりコーディネート事業
について（中間報告）	

・事業説明	 地域協働課（市）	
事業採択団体（６団体）	

２月１２日	 地元支援団体との交流会	 ・交流会	 ボランティアセンター登録団体	

３月１２日	 本年度の振り返りと新年度の取 ・ワークショッ

平成２６年度の内容	





　現在インフォーマル支援を担っていた
ＮＰＯ等の団体は、出口調整など活動の
転換時期に入っており、スキル・ノウハ
ウを地域に繋げたい意向があっても、被
災し疲弊した地域には担い手の確保も難
しいのがあります。	

　新しく再建される地域には、新旧住民
が融和し、地域で支え合う関係づくりが
求められ、住民が主体的に活動するには
まだ支援が必要です。	

　お互いの活動や行政の取り組みを理解
し、活動の方向性を共有できるよう、こ
の自由なプラットホームを継続したいと
考えております。	

まとめとし
て	

住民力・地域力	

（民間）　
イン
フォーマ
ル	

(行政）
フォーマ
ル	

地域支え合いの初動の段階では、行
政・民間の中間支援がまだ必要であ

る。	


